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全体構造図 

（牛とつながず、牛車だけで駐車

しておくときのスタンド。） 

①
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※横からのイメージ 
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②
眉
の
取
り
付
け
ポ
イ
ン
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色のついていない空白部分がのりし

ろです。 

や
ら
な
く
て
も
い
い
け
ど
屋
形
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
デ
:
テ
<
ル
ア
?
プ 「物見」を図のようにカ

ッターなどで切りこみ

を入れると、上にはね上

げられるようになりま

す。当時の「物見」は今

の窓のような引き戸タ

イプもありましたが、こ

のようなはね上げタイ

プもあります。はね上げ

る戸は「半蔀（はじと

み）」といって、このタ

イプの牛車を「半蔀車

（はじとみぐるま）」と

いいます。 
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正面から 

屋形 

④
前
板
の
取
り
付
け
ポ
イ
ン
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色の付いている面 

裏面 

※下から見た図 
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⑤
軛
の
取
り
付
け 

軛（くびき）・・・牛の「首」にかける「木」

なので「くびき」。 

今でも自由にさせてくれないもののたと

えとして使われることも。 

⽜
の
組
み
⽴
て 

足の部分まで切り込みを入れる 
胴体は箱を組む感じで 

姫君を牛車にのせ

てみよう 

最後にしっぽのところ

を折り曲げる 

うしろから見たところ 

牛ができたら、図のように背中側、首の位置に「軛」を

載せてみましょう。 

軛を首の後ろにのせ、牛に描いてあるように軛に紐をく

くりつけて牛と牛車をつないでいました。 

完成！ 


